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Outline
これまでの講義①イギリス参加問題②ドイツ「問題」

第一の転換(1949-50)ーシューマン・プラン（英主導→仏
主導）

英・仏・ソ各国の利害からみる①②

ジョージ・F・ケナンと「封じ込め」政策

アメリカの欧州統合戦略素案ーPPS/55（1949.7.7)

第４章　米国と欧州統合の開始
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欧州内部の亀裂



アメリカの欧州統合推進を考える二つの課題

I.仏独枢軸（パリ＝ボン枢軸）はいかに形成されたか？

II.イギリスと大陸欧州統合との関係は？

i) ECSC（欧州石炭鉄鋼共同体） 1949-50

ii)ローマ条約（EEC発足）　1957-58

iii)第一次EEC加盟交渉　1962-63

iv)EEC加盟　1973-74



ルンデスタッドの整理によるアメリカの
欧州統合に対する諸動機

(1)米国モデルー連邦主義・民主主義・市場

(2)より合理的能率的な欧州モデル

(3)米国による責任分担の軽減

(4)ソ連封じ込め

(5)ドイツ封じ込め　「二重の封じ込め」ー
ドイツ中立化の危機ー仏独和解



戦後イギリス外交政策（三つの円環論）のジレンマ
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「大国」としての地位



ドイツ「問題」（ドイツ戦後処理問題）

復興

非工業国化

分裂 統合

マーシャル計画
・独再軍備

モーゲンソー
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ドイツ軍国
主義復活懸念

仏 ソ

占領経費問題



フランスーモネ・プラン（１９４６年）

フランスの戦後復興・近代化計画（石炭・鉄
鋼等基幹６部門への重点投資）

目的ードイツに代わる欧州大陸の大国化

資源①ドイツからの賠償

資源②消費削減による国内資源

資源③アメリカからの借款

対独恐怖心・ドイツからの賠償



アメリカ戦後世界構想第一の挫折（１９４７年）

1930年代・WWIIの反省

自由・無差別・多角
世界経済(BW)体制

IMF/
IBRD

ITO

英米金
融協定

BWの三本の柱（ガードナー）

スターリング圏解体

ドイツの
非ナチ化
非軍国主
義化

「１９４７
年の危機」



United States of Europe
ヨーロッパ合州（合衆）国

• ECSC/Coal & Steel　石炭・鉄鋼         (BW)

• Euratom/Atom原子力　　　米ソ共同管理案

• EEC/Economic　通商                                 ITO

• EDC/Defense　軍事 　　           米英ソ大同盟

• EPC/Political　政治

• EPU/Payment　決済・通貨　　IMF/IBRD



欧州統合史をみる二つの見方

欧州統合の
自立的発展

米の
主導性

Milward

Hogan

Marshall
Plan1947

1949/50 Shuman Plan

「アメリカの政策の拒絶」？



欧州統合ーアメリカの成功？挫折？

•１９４７年　第一の挫折（「１９４７年の危機」）→マーシャルプラン

•１９４９年　第二の挫折（「１９４９年の危機」）第一の転換　シューマンプ
ラン

•１９５４年　第三の挫折（「EDC流産」）→第二の転換　スパーク報告（ロー
マ条約）

•１９５７年　スプートニクショック後の混乱

•１９６２／３年　米英ナッソー協定→仏ドゴール大統領の英EEC加盟拒否



シューマンプランの伝達プロセス　米仏謀議？

•１９５０年５月１１ー１３日　ロンドン外相会議（ドイツ問題）

•５月７・８日　パリ）アチソン国務長官（ロンドンへの途上で滞在）・シュー
マン外相・ブルース米大使（シューマンプラン、アチソンに伝達）

•５月９日　ロンドン）シューマン、英ベビン外相に伝達（ベビン激怒）

•５月１１日　ボン）アデナウアー、シューマン書簡受け取る

•５月１６日　アデナウアーーマックロイ（米高等弁務官）会談ーアデナウ
アー、シューマンプラン受け入れ



source: en.wikipedia.org

George F. Kennan (1904-2005)
アメリカ冷戦政策の「父」？

1933-37 モスクワ大使館勤務
1944-　モスクワ大使館代理大使

1946　「長文電報」
1947 「X論文」Foreign Affairs

『ソ連の行動の源泉』
マーシャル国務長官の下で政策企
画室(Policy Planning Staff)長

1949.12　PPS室長退任
(後任はPaul H. Nitze）

1953 国務省辞任
1957　BBCリース講義 http://en.wikipedia.org/wiki/George_F_Kennan



パワー・センター論
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PPS/55(1949.7.7)の世界認識

I.US/
Canada II.UK

III.沿岸部
IV.中欧

V.東側
衛星国

A. I-II-III-IV

B. I-II-III

C. I-II
D. III-IV

統一ドイツの仮定



来週以降の予定
５月１６日（火）　第１期アイゼンハワー政権

1953-56 EDC（欧州防衛共同体）流産とスパーク報告

５月２３日（火）　第２期アイゼンハワー政権

1957-60 スプートニクショックとローマ条約

テキスト　第５章　欧州統合に対する大西洋共同体の
枠組み1950-60年(p.39-54) 
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